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1は じ め に

本学の卒業生の8割 は教職について,児 童,

生徒の指導にあたっている.在 学生 も男女 を

問わずほとんど教職 を希望 している.栄 養指

導 は,近 き将来母性 となる者だけの問題 でな

く,給 食指導等の任につ く教員においても重

要 な問題になると考 えられる.栄 養指導は知

識の面だけでなく実践面でも活用 してこそ効

果があがることから,健 全な食生活 を送るこ

とで,知 識の応用がなされているかがわかる.

学生の食生活に関する傾向は,生 活圏の拡大

による生活時間の不規則 さ,生 活環境の変化

により,食 生活のパターンが変容 されている.

大学時代はその年代の一過性のものとして現

状の食生活でも十分であるとの考 え方 も成 り

たつが,将 来のことまでふまえると,栄 養指
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導上の方向づ けが必要になって くる.園 田ら

の報告 によれば,朝 食の欠食が増 え自宅通学

者 と下宿 ・アパー ト等の自炊者の間に,食 物

摂取の傾向に差が見られ,と くに自炊者の場

合偏食とか,間 食の問題がクローズアップさ

れ,栄 養のバ ランスを考 えた食生活に影響 が

出ていると報告 されている.

栄養指導は食生活の望 ましい状態 を具現す

るための必要な学理 と技術 を指導 し,そ の実
4)

践活動 を行 うことであるといわれている.学

生生活は人生の一過程であっても,将 来,栄

養指導 を行 う学生の食生活の実態 を調査 し,

栄養に関する認識 と実践 についてを改善 して

行 く必要があると考えられる.

そこで親元 を離れて生活する者が多い本学

の学生の食生活の実態 を調査 したので,そ の

結果を報告する.

H調 査 方 法

本調査 は,文 教 大学 学生二年、 三年次 生473

名,(男 子182名,女 子291名)を 中心 に対象 と

した.な おこの対象 のほ とん どが,将 来教員

にな り,子 供 を指導 する と言 う目的 を持 った

集団 で ある.

調査 期 日は,1980年5月 に次 の調査項 目に

ついて行 った.出 身地,性,年 令,現 在 の生

活,食 事の喫食状況,喫 食場所,主 食,食 品

摂取頻 度(米 ・パ ン ・めん……).集 計 は性

別,生 活別 に各項 目毎の クロス集 計 を し,食

品相互 の相関 な どにつ いても分析 を行 なった.

皿 調 査 結 果

生活の しかたと性別 に,朝 食の欠食につい

一58一



表1朝 食 欠 食 者()内%

自 宅
下宿 ・アパ
ー ト(自炊)

下宿 ・アパ
ー ト(外食) 合 計 全 体 数

男
2(1.1)

(5.0)

29(16.2)

(72.5)

9(5.4)

(22.5)
40(22.3)
(ioo.o)

179(100.0)

女
oto>
(o>

10(3.4)

(ioo.o>

o(o>
o>
10(3.4)

(ioo.o)

290(100.0)
L

計
2CO.4)
(4.0)

39(8.3)
(78.0)

9(1.9)
is.o)

50(10.7)
(ioo.o)

469(100.0)

て,集 計 した ものが表1で ある.表1か らわ

かるよ うに,全 体(469名)と しては,10.7%

(50人)の 欠 食率 で あ り,男 子の中 では 自炊

通学者 に特 に多 く16.2%(29人)の 欠 食 者 が

見 られ,女 子 で は自炊通学 者だけに3.4%(10

名)の 欠 食者 が見 られた.男 女 の自宅通学 者

と自炊通 学 者 を比 較 す る と,欠 食 者 は78%

(39人)が 自炊 通学者 で あった.

2.朝 食,夕 食 後の飲食 を共 に摂 らぬ者

朝食 の欠食 につ いて考 え られる理 由 として,

生 活 の不規則性,生 活環境 の変化等 が あげ ら

れ るが,朝 食 を摂 らぬ者 と夕食後 の飲 食 を共

に摂 らぬ者 との関係 を調べ たのが表2で ある.

朝 食欠食者 の うち,夕 食後 の飲食 も摂 らない

と回答 した者が28%(全 体 の3%)も 見 受 け

られた.

表2朝 食 ・夕食後の飲食共に摂 らぬ者()内%

自 宅
アパ ー ト

(自 炊)

アパ ー ト

(外 食)
計 全 体 数 朝食欠食

男
2(i.i)
(16.7)

8(4.5)
sss)

2(1.1丿

(16.7)

iz(s.z)

(ioo.o>
179(100.0) 40(222.3)

(ioo.o>

女
ofo>

(o)
2(0.7)
(ioo.o)

ofo)
(o)

2(0.7)

(ioo.o>

zso(ioo.o> 10(3.4)

(ioo.o)

計
z(o.a)

(14.3)

io(2.i)

(71.4)
2(0.4)
(14.3)

14(2.9)
(ioo.o)

469(100.0) 50(10.7)
(ioo.o>

3.主 食 の種 類

全体 の朝 食,昼 食,夕 食 の主 食 につ いて集

計 した もの が表3で ある.「 ごは ん」 は3食

ともよ く摂 取 され て お り,そ の順 位 は 夕食

93.6%,昼 食60.2%,朝 食41.6%の 順 で あ る.

表3主 食 の 種 類
()内%

朝 食 昼 食 夕 食

ご は ん 175(41.6) 280(60.2) 441(93.6)

パ ン 232(55.1) 91(19.6) 12(2.5)

め ん 2(0.5) 60(12.9) 3(0.6)

そ の 他 6(1.4) 12(2.6) 8(1.7)

複 合 6(1.4) 22(4.7) 7(1.5)

合 計 421(100.0) 465(100.0) 471(100.0)

「パ ン」 は朝 が一・番多 く,半 数 以上 の55%が

摂 取 し,次 いで昼食 で あった。 「め ん」 につ

いては,朝 食が0.5%,夕 食 が0.6%と わ ずか

に摂取 されて お り,昼 食 に一番 多 く12.9%の

者 が摂 取 している.

4.生 活 別主食パ ター ン

生活の しかた と性別 に朝 食,昼 食,夕 食 の

3食 の主食 をパ ター ンと して集 計 した ものが

表4で あ る.男 子 の 自宅 通学者 は,朝 ・昼 ・

夕 とも 「ごはん」 とい うパ ター ンが半数以上

で62%,次 い で朝 「パ ン」,昼 ・夕 厂ごはん」

の者が28%で あ った。男子 の自炊 通学 者は,

表4生 活 別 主 食 パ タ ー ン(%〉

男 ・自宅

ごはん ごはん ごはん31(62.0)

パ ン ごはん ごはん14(28.0)

その他 のパ ターン5(10.0)

女 ・自宅

ご はん

ノ¥° ン

ご はん

ノfン

ご は ん

ご は ん

ノ¥° ン

ノfン

ご はん

合 計

ごはん ごはん

ごはん ごはん

パ ン ごはん

パ ン ごはん

め ん ごはん

複 合 ごはん

複 合 ごはん

め ん ごはん

その他 ごはん

その他 のパ ターン

合 計

50(.100.0)

25(24.2)

22(21.4)

9(8.7)

8(7.8)

7(6.8)

6(5:.8)

5(4.9)

4(3.9)

3(2.9)

14(13.6)

男 ・自炊

パ ン ごはん ごはん

ごはん ごはん ごはん

パ ン パ ン ごはん

パ ン め ん ごはん

複 合 ごはん 複 合

その他 パ ン ごはん

その他 のパ ター ン

合 計

女 ・自炊

ノfン

ノマ ン

パ ン

ご は ん

ご は ん

パ ン

ご は ん

ノfン

ノ¥° ン

ごはん

パ ン

め ん

ごはん

パ ン

複 合

め ん

ごはん

ごはん

103(100.0)

37(50.7)

18(.24.7)

5(6.8)

3(4.1)

3(4.1)

2(2.8)

5(6.8)

ごはん

ごはん

ごはん

ごはん

ごはん

ごはん

ごはん

パ ン

め ん

その他のパ ター ン

合 計

73(100.0)

49(31.6)

26(16.8)

22(14.2)

18(11.6)

15(9.7)

4(2.6)

3(1.9)

2(1.3)

2(1.3)

14(9.0)

155(100.0)
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朝 「パ ン」,昼 ・夕 「ごはん」 のパ ター ンが

50.7%を しめ,朝 ・昼 ・夕 「ごはん」 の者が

24.7%で あ っ た.女 子 の 自宅通学 者 は,朝 ・

昼 ・夕 「ごは ん」 のパ ター ンが一番多 く24.2

%,次 い で朝 「パ ン」,昼 ・夕 「ごは ん」パ

ター ン と,朝 ・昼 ・夕 「ごはん」パ ター ンが

同 じ位 であ った.自 炊通 学者 は,朝 「パ ン」,

昼 ・夕 「ごはん」 のパ ター ンが一番多 く31.6

%で あ り,女 子 の自炊 通学者 は,ほ かの通学

者 に比 べ て,主 食 のパ ター ンの多様 化 が見 ら

れ る.

5。 食 物摂取頻 度

生 活の しかた と性別 に平均 食物摂 取頻度 に

つ いて調べ た結果 が図1で ある.調 査形式 は,
　ラ

三宅 らによって用 い られ た5段 階評価 の食物

摂取頻 度調査 法 を採用 した.こ の調査法 は,

前 述 したよ うに,食 品 を20食 品群,米,パ ン,

め ん,芋,菓 子,み そ,他 の豆 ・豆製 品,生

鮮魚 介,干 魚,肉,卵,海 草,野 菜,つ けも

の,果 物,油 脂,牛 乳,乳 製 品,酒 ・ビール,

他 の飲料 に分類 し,頻 度 に1～5点 の得点 を

与 え,毎 日必ず食べ る(5),よ く食べ る(4),

1

時 々食 べ る(3),あ ま り食べ ない(2),全 く

食べ ない(1)の5段 階 の摂取頻度 を各 自に記

入 させ その平均得 点 を図1に 示 した.す なわ

ち,得 点 が高い ほど頻度 が高 いこ とで ある.

男 子 の 自宅通 学者 と自炊通 学者 を比較す る

と,20食 品 全部 が 自宅通学 者の方 に多 く摂取

されて いた.中 で も特 に差 の見 られた食品 は,

み そ,肉,卵,つ けもの,生 鮮 魚,海 草 であ

る.こ れ は何 らかの形 で手 を加 えな いと食べ

られ ない食品 で あ り,自 炊通 学者 に は遠 ざけ

られて しまってい る傾 向が見 られ る.女 子 の

自宅 通学者 と自炊 通学者 で は,だ いた い平均

して摂取 されて いるが,特 に差 が見 られ るの

は,自 炊 通学 者 において,米 よ り野 菜の方 が

高頻 度 な事 であ る.男 子 と女 子の 自宅 通学者

を比較 す ると,男 子 の方が,米,卵,肉,み そ,

海草,つ けもの,豆,生 鮮魚 といったよ うなエ

ネルギーのもとになる食 品がよく摂 取 され てい

る.男 子 と女 子の 自炊通学 者 を比較 す る と,

男 子 の自炊 通学者 は,米,酒 ・ビールの2食 品

が女子 を上 回 ってい るだ けで,あ との18食 品

は女子 の 自炊 通学者 の方が上回 って いた.
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6.食 品相互 間にお ける相 関

学 生 の食物摂取パ ター ンをみ るため に,食

品相 互問 の相 関行列 を表5に 示 した.

米 につ いてみ ると,統 計的 有意差 を もって

正 の相 関 を示 して いる食品 は,い も,み そ,

他 の豆 ・豆製 品,魚 類,肉,海 草,つ けもの

であ る.逆 に負 の相 関 を示 して いる食 品 は,

パ ンと乳製品 で あった.ま た統 計的 有意差 は

認 め られなかったが,菓 子,野 菜,牛 乳 など

も米 と負 の相 関係数 を示 してい た.み そにお

いて は,他 の豆 ・豆製 品,生 鮮 魚介,干 魚,

肉,卵,海 草,野 菜,つ けもの,果 物,油 脂

と有意差 をもって正 の相関関係 が あった.

IV調 査の結果を踏 まえて

朝食の欠食については,一 般的には男子 よ

り女子の方に欠食者が多いと言われている.
6)

前回の女子短大生 を対象 とした調査でも,か

なりの率 を示 していた.朝 食の欠食の理由は,
の

高木が述べているように 「運動が少な くなっ

た代 わりに精神の緊張 を強いるようなものが

多 くなり,1日 の消費熱量 が低下 し,し たが

って食欲 も起こらず,2回 の食事で十分に1

日の必要量をまかなうようになってしまった事

と,夜 更 しが多 くなり,朝 はギリ.ギリまで寝る

ために食欲がない」 と言 うことの二つの理由

に集約 されていると考 えられる.本 調査では,

男子の 自炊通学者 に特 に多 く見られ,女 子

においては,前 回の調査 よりもかなり低い率

であった.男 子の自炊通学者に関しては,夕

食後の喫食 との関係から,一 度の食事に多量

な食物 を摂取 していることが推測 され,高 木

が述べている後者の理由が考 えられる.女 子

の欠食者が少ないのは教育学部の学生 とい う

ことで,他 学部 に比べ生活が賢実で質素であ

るなど,生 活 に対する態度の差 によるものと

考 えられる.

主食の種類 につ いては,厂 ごはん」が圧倒

的に主食の中心であるが,近 年の傾向である

朝は 「パ ン」 を摂 るという者 も見られる.特
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に自炊者にとっては,朝 は時間的に余裕がな

く手間のかからぬ食品ということで 「パ ン」

の喫食率が高いのであろう.昼 食に関 しては,

7回 の調査で 「ごはん」が多く見 られたこと

は,学 生の昼食の喫食場所の中心が学食であ

ることから,学 食のメニューの内容に関係 が

あるのではないかと推察 され,栄 養面 を考え

た場合,昼 食の提供 に対 し学生の選択の際,

かたよりのない多様化が望 まれる.
ヨラ

主食のパ ター ンについては,内 野が純 日本

型,日 本的粉食型,欧 風的 日本型の3つ のパ

ターンに分類 し,報 告 している.本 調査 にお

いては,自 宅通学者 は純 日本型,自 炊通学者

は日本的粉食型の傾向を示 した.自 宅通学者

の中で も女子においては日本的粉食型が,純

日本型に近づいて来ており,女 子の自炊通学

者では,米 は夕食だけという傾向 も見 られた.

住形態の違いと性別によって主食のパ ター ン

に差が見 られることは,活 動量の差からくる

エネルギーの補給の面,調 理 を自分で行 う,

他人に してもらうかの違い,喫 食時の環境,

生活態度,美 食,偏 食等の影響が考えられる.

表6内 野の主食パターンモデル

純 日本型 II日本的粉食型
AB

皿欧風的 日本型
ABC

朝食

昼食

夕食

米 飯

米 飯
米 飯

米 飯 米 飯

めん類 パン類

米 飯 米 飯

パ ン類 パ ン類 パ ン類

めん類 パ ン類 米 飯

米 飯 米 飯 米 飯

食物摂取頻度 については,住 形態別,性 別

間で多 くの差が見られ,自 宅者 と自炊者ではy

自宅者の方に各食品の摂取度が高い傾向が見

られた.男 子の自宅者 と自炊者 との間に,み

そ,肉,生 鮮魚 などで顕著 な差が見られ,調

理の複雑なものは食べた くても遠 ざける結果

と推察 される.男 子 と女子では自炊者におい

て,主 食でも差 が見られ,女 子では野菜の摂

取が一番で,男 子の自炊者でも頻度が高 くな

っていた.こ のことは,野 菜 をとることが,

栄養のバ ランスを保つ上で最もよいことと考

えているからであろう.以 上の事 から,自 分

で調理 しなければならないといったことから,

調理の簡単な食品,栄 養の豊富 な食品への志

向が自炊者に見られる.ま た,男 子の自炊者

へは,調 理の指導が重要 な課題で あるといえ

る.

各食品相互の相関関係 については,米 と正
9)

の相関を示 したいわゆる補完食品 にあたる,

いも,み そ,他 の豆 ・豆製品,魚 類,肉,海

草,つ けものは,米 の摂取量 が増せば,こ れ

らの食品の摂取 も増 しているとい う関係 にあ

る.す なわち,米 飯 とみそ汁,副 食として豆

類,魚 類,肉 それにつ けものとい う食事パ タ
ーンが考 えられる.逆 に米と負の相関 を示 し

たパ ンと乳製品であるが,こ れはいわゆる競

合関係にあることを示 しており,米 の摂取量

が増せば,パ ンや乳製品の摂取が減少すると

いう傾向が見られる.

これまでが本調査結果に対する考察である

が,そ こで明らかにされたものは特に目新 ら

しいことではない.し か し,性 別,自 宅通学

者と自炊通学者の間 には明確ではないが,差

が見 られ,こ れは食生活に対 して意識の差 と

いうよりも,調 理 を自分で行ない,一 人で食

べるといった生活そのものが起因 していると

考えられる.ど うしても自炊 を避 けられない

状態にある学生に対 しては,日 常生活に支障

の出ないよ うに,栄 養の豊富な食品の選び方,

調理法などの きめの細かい指導が必要になっ

てくると考えられる.ま た,将 来,栄 養指導

に直接,母 として教育者としてたず さわる者

に対 しては,食 生活 をも含めた生活態度が一

番重要なことであると考えられる.

今後の課題 としては,本 調査結果 をふまえ

充実 した学生生活 を積極的に営むための糧 と

もなる栄養確保の問題 に発展 させ たい.
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